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真
宗
伝
道
学
体
系
の
一

試
論

一

　

は
じ

め
に

　

真
宗

伝
道

学
は

、

龍
谷

大

学
に

て
一

九
七

〇

年
に

開
講
さ

れ

て

以

来
、

あ
る

程

度
の

研
究
成

果
が

蓄
積
さ

れ

て

お

り
、

近

年
で

は
、

実
践

を
志

向
し

た

実
践
真
宗
学
へ

の

展
開
が

見
ら

れ

研
究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

し

か

し
、

真
宗
伝
道
学
に

お

け
る

先
行
研
究
の

整
理
・

体
系
化
を

試
み

た

研

究
は

、

必

ず
し

も
多
く
は

な
い

。

真
宗
伝

道
学
の

体

系
化

は
、

真
宗
伝
道
学
自
体
の

進
展
の

み

な

ら

ず
、

今
後
さ

ら
な
る

発
展
を

期
す
る

実
践
真
宗
学
が

注
力
す
べ

き

課
題
を

明
白
に

す
る

と

考
え
ら

れ

る
。

そ
こ

で
、

本
稿
で

は

真
宗
伝
道

学
の

体
系
化
を
試
み
る

が
、

そ
の

方
法
と

し

て
、

親
鸞
教
義
に

基
づ

く
真
宗
伝
道
の

理

論
的
枠
組
み

を
抽

出
し

、

そ
の

枠
組
み

を

用
い

て

体
系
化
を

試
み

る

方
法
で

行
う
こ

と

と

す
る

。

二

　
先
行
研
究
の

整

理
と

研
究
の

視
座

体

系
化
に

関
す
る

こ

れ

ま
で

の

先

行
研
究
は

、

伝
道
（

教
化
）

の

構

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七
年
三

月

奥

田

桂

寛

　
　

　
　
　

　
　
（

1）
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

（

2）

造
を
重

視
す
る

も
の

と
、

親

鸞
教
義
を

重
視

す
る

も
の

に

大

別
で

き
、

そ
れ

ぞ
れ

傾
聴
す
べ

き
も
の

で

あ
る

。

　
思
う
に

、

真
宗
伝
道
で

あ
る

以

上
、

そ
の

根
拠
は

親
鸞
教
義
に

求
め

ら

れ

る
べ

き
で

あ
る

か

ら
、

先
行
研
究
に

示

さ

れ

る

よ

う
な

親
鸞
教
義

の

重
視
の

視
点
は

至

当
と
い

え
る

。

他
方
で

、

真

宗
伝
道
に

関
す
る

研

究
を

見
れ

ば
、

そ
の

研
究
成

果
に

は

歴
史
分

野
も

多
く
存
す
る

た

め
、

本
稿
で

は
、

理

論
分

野
と

は

別
項
目

を

形
成
す
る
と

考
え
た
い

。

よ
っ

て
、

本
稿
で

は
こ

れ

ら

の

点
を

踏
ま
え

、

親
鸞
教
義
を
重

視
し
つ

つ

歴

史
分
野
に

も

光
を
当
て

、

よ

り
広
い

視
点
か

ら

真
宗
伝

道
学
の

体
系
化

を

試
み

た
い

。

三

　
親
鸞
教
義
に

基
づ

く
真
宗

伝
道
の

構
造

　
で

は
、

そ

れ

ら

の

前
提
と

し

て
、

従
来
の

研
究

成

果
に

則
り
な

が

（
3）ら

、

親
鸞
教
義
に

基
づ

く
真
宗
伝
道
の

構
造
を

確
認
す
る

。

　
親

鸞
の

主
著

『

顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』

（
以

下
、

『

教
行
信
証
』

と

す

る
）

の

「

教
巻
」

標

挙
に

は
、

「

大

無
量

寿
経

　
真

実
之

経
　
浄

土

三
五
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真
宗
伝
道
学
体
系
の
一

試
論
（

奥
　
田
）

真
宗
」

と

あ

る

が
、

こ

の

『

大
経
』

に

お
い

て
、

我
々

の

救
済
は

、

機

受
の

極
要
と
い

わ

れ

る

第
十
八

願

成

就
文
（
諸
有
衆
生

、

そ
の

名
号
を
聞

き
て

、

信
心
歓
喜
せ

ん

こ

と
、

乃
至
一

念
せ

ん
。

至
心

に

回

向
せ

し
め

た

ま
へ

り
。

彼
の

国
に

生

れ
ん

と

願
ぜ

ば
、

即
ち

往
生

を

得、

不
退

転
に

住
せ

ん
。

唯

五

逆
と

誹

謗
正

法
と

を

ば

除

く）

に

示
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

解
釈
に

関
し

て
、

『

一

念
多
念
文
意
』

に

て
、

聞
即
信
の

意
が

述
べ

ら

れ
、

「

聞
」

に

つ

い

て

『

教
行
信
証
』

「

信
巻
」

に

て
、

「

然
経
言
聞
者
衆
生

聞
仏

願
生

起
本
末
無
有
疑
心
是
日

聞
也
」

（
し

か
る
に

『
経
』

に

聞
と
い

ふ

は
、

衆
生

、

仏
願
の

生

起

本
末
を

聞

き
て

疑
心
有
る

こ

と

無
し
、

こ

れ

を
聞

と
い

ふ

な

り
）

と

さ

れ

る
。

す
な

わ

ち
、

「

仏
願
の

生

起

本
末
」

を

「

疑

心
」

な

く
聞

く
こ

と

が
、

そ

の

ま
ま
救
済
成
立

の

根
拠
で

あ
る

信
と

な

る
こ

と

が

明

ら

か

と

な

る
。

　
こ

の

救
済
の

主

体
は
、

「

无

慚
无

愧
の

こ

の

身
に

て

　
ま

こ

と
の

こ

・

ろ

は

な

け

れ

ど

も

　
弥
陀
の

回

向
の

御

名
な
れ

ば

　
功

徳

は

十
方

に

み

ち
た

ま
ふ
」

（

『

正

像
末
和
讃
』

）

と

あ
る

よ

う
に
、

我
々

凡

夫
で

は

な
く

、

名
ロ

ゲ

で

あ
り

、

第
十
七

願
が

誓
わ

れ

成

就
す
る
こ

と

で
、

諸
仏

に

よ
っ

て

我
々

に

至

り
届
い

て

い

る

（
『

唯
信
鈔
文
意
』

）
。

こ

の

名

号
の

い

わ

れ

を

聞
信

し

た

者
の
一

つ

の

姿
が

、

親
鸞
教

義
に

よ

れ

ば

真
の

仏

弟
子
と

い

え

る

で

あ
ろ

う
。

こ

の

信
心
の

人
で

あ
る

真
仏
弟
子

に
つ

い

て

「

信
巻
」

で

は
、

御
自

釈
に

続

く
引
文
の

中
に

、

常
行
大

悲
の

益
、

知
恩
報
徳
の

益
に

相
当

す
る

文
が

引

か
れ

た

後
、

自
信
教
人
信
の

文
が

置
か

れ

て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

六

　
こ

れ

ら
を

踏
ま
え
る

と
、

先
行
研
究
に

も
指
摘
さ

れ

る
よ

う
に

、

真

宗

伝
道
は

、

仏
か

ら

私
に

届
い

て

い

た

＝

人
が

た

め
」

の

救
済
を

、

他

者
へ

と

伝

え
て

い

く

と

い

う
ベ

ク

ト

ル

が

看
取
で

き
る

。

す
な

わ

ち
、

聞
に
よ
っ

て

自
信
が

明
ら

か

と

な

り
、

そ
の

利

益
の

発
露
に

よ

り

教
人
信
へ

の

道
を
歩
み

始
め

る
の

で

あ

る
。

そ

れ
は

、

名
号
に

込
め

ら

れ

た

衆
生

救
済
の

い

わ

れ

を

疑
い

な

く

聞
信
し
た

者
が

、

そ
の

恩
徳
に

報
謝
す
る

た

め

に
、

報
恩
行
た

る

念
仏

を

相
続
し

、

他
者
た

る

被
伝
道

者
に

伝
え
よ

う
と
つ

と

め

る

行
為
で

あ

り、

こ

れ

を

機
縁
と

し
て

、

被

伝
道

者
が

、

同
じ

く
「

仏
願
の

生

起

本
末
」

を
聞

き
、

仏
徳
讃
嘆
が

な

さ

れ

て

い

く
と

い

う
構
造
を

も
つ

と
い

え
る

。

　

そ

し
て

、

こ

の

よ

う
な
真
宗
伝
道
に
つ

い

て
、

真
宗
学
に

お

け
る

代

表
的
な

分
野
（
例

え
ば
、

真
宗
教
義

学
、

浄
土

教
理

史
、

真
宗
教

学
史
等
）

、

或
は

先
行
研
究
に

多
く
指
摘
さ

れ

る

通
り

、

諸
科
学
を
用
い

た

学
際
的

な
手
法
に
よ

り
明
ら

か

に

す
る

営
み

が

真
宗
伝
道
学
と
い

う
こ

と

が

出

来
る

。

　
　

四

　
真
宗

伝
道
学
体
系
の
一

試
論

　

以
上

の

様
な
構
造
を

踏
ま
え

真
宗
伝
道
学
の

体
系
に
つ

い

て

検
討
す

る
。

　

前
述
の

真
宗
伝
道
に
つ

い

て
、

伝
達
と

い

う

場
面
を

重
視

す
れ

ば
、

あ

く
ま

で

御
同
朋
・

御
同
行
と

い

う
立

場
で

あ
り
つ

つ

も
、

そ
の

構
成

要

素
と

し
て

、

伝
道

者
（
こ

こ

で

は

仏
徳
讃
嘆
を
す

る

者
と

す
る
）
、

被
伝

一一588一
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ヘ
　
　
ヘ
　

　

へ

道

者
が

看
取
で

き
、

さ

ら

に

は
、

伝
道

内

容
（

伝
わ

る

内

容
で

あ
り

、

様
々

あ
り

う
る
が
、

こ

こ

で

は

名
号
の

い

わ

れ
が

中
心
と

な
る

と

考
え

た
い
）

、

伝
道
方
法
が

抽
出
で

き
、

こ

れ

ら

が

基
本
的
分
析
枠
組
み

を
構
成

す
る

と
い

え
る

。

そ

れ

ぞ

れ

の

要
素
に

は
、

さ

ら
な
る

細
分
化
も
可
能
で

あ

る

が
、

大
き

く
は
こ

れ

ら

の

要
素
に

収
斂
す
る

と

考
え
ら
れ
る

。

　
そ

し

て
、

真
宗
伝
道
学
は

、

直
接
的
に

は
、

前
述
の

真
宗
伝
道
を

対

象
と
し

た

学
問
で

あ

る

か

ら
、

伝
道
者

、

被
伝
道
者、

伝
道
内
容

、

伝

道

方
法
の

4
つ

が

基

本
的
な

研
究
領
域
と

な
り
得
る

。

但
し

、

こ

れ

ら

は
一

つ

の

伝
道

行

為
を

微
視

的
・

分
節

的
に

捉
え
た

も
の

で

あ
る

か

ら
、

有
機
的
関
連

性

を

持
つ

こ

と

は
い

う
ま
で

も
な
く

、

複
数
の

領
域

に

渡
る

研
究
も

当
然

な
が

ら

あ

り
う
る

。

こ

れ

ら

を

各
論
と

し

た

場

合
、

伝
道
の

定
義

、

目
的

、

根
拠
等
を

総
論
と

位
置
づ

け
る

こ

と

が

出

来
る

。

　
以

上

か

ら
、

教
義
・

教
学
或
は

諸
科
学
の

理
論
に

基
づ

く
、

 
伝
道

者
、

 
被
伝
道

者
、

 
伝
道

内
容

、

 
伝
道
方
法
に

関

す
る

研
究
及
び

総

論
部
分
が

基

本
的

領
域
に

な

る

と

考
え
ら

れ

る
。

　

 
伝
道
者
…

…

ど

の

よ

う
な

者
が
（
教

義
・

教
学
・

諸
科
学

か

ら

の

伝

　
　
　
　
　
　
　
道

者
、

伝
道
の

集
団
・

組
織、

そ

れ
ら

の

存
す
る

社
会
状

　
　
　
　
　
　
　
況

等、

ま
た

ど
の

よ

う
な
行
為
を

行

う
か

に
つ

い

て

の

研

　
　
　
　
　
　
　
究
）

　

 
被
伝
道
者
…

ど

の

よ

う
な

者
に

（

教

義
・

教
学
・

諸
科
学

か

ら

の

被

　
　
　
　
　
　
　
伝
道
者

、

地

方、

年
齢

、

性
別、

職

業、

被
伝
道
者
の

属

真
宗
伝
道
学
体
系
の
一

試
論
（
奥
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　

す
る

社
会
（

前
項
の

伝
道
者
の

属
す
る

場
で

も
あ

る

環
境

　
　
　
　
　
　
　

等
）

）

　

 
伝
道
内
容
…

何
が

伝
わ

る

の

か
（
名
号
の

い

わ

れ
田

「

仏
願
の

生
起

　
　
　
　
　
　
　
本

末
」

が

中
心
と

な

る
〉

　

 
伝
道

方
法
…

ど

の

よ

う
に

し
て

（

仏
徳
讃
嘆
の

表
現

手
段
・

方
法

、

　
　
　
　
　
　
　
表
現
媒
体
等）

　
次

に
、

従
来
の

真
宗
伝
道
に
つ

い

て
の

研
究
は
、

大
き
く
は

、

理
論

と

歴

史
の

分
野
に

大
別
で

き
る

と

考
え
ら

れ

る

が
、

歴

史
領
域
に
つ

い

て

も
、

上

記
理
論
領
域
に

お

け
る

要
素
が

妥
当

す
る

と

考
え
ら

れ

る
。

　
こ

の

点
、

歴
史
領
域

に

お
い

て

は

「

真
宗
伝
道

史
」

た

る

領
域
が

唱

え

ら

れ
て

き
た

。

こ

の

「

真
宗
伝
道
史
」

は
、

当
初

、

発
展
途
上
の

も

の

と

位
置
づ

け
ら

れ

て

き

た

が
、

近
年

、

真
宗
史
か

ら
の

抽
出
と

い

う

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　（
4）

方
法
に
よ

り
研
究
の

進

展
が

見
ら
れ
る

。

し

か

し
、

真
宗
史
か

ら

抽
出

さ

れ

る

「

伝
道
」

と

は

何
か

と

い

う
疑
問
が

残

り、

真
宗
史
と
の

分
水

嶺
は

必

ず
し

も
明
瞭
で

な
い

。

そ
れ
は

、

研
究

対
象
と
な

る

真
宗
伝
道

の

構

造
と

構
成
要
素
が

明
ら

か

に

さ
れ
て

い

な
い

点
が

原

因
の
一

つ

で

あ

ろ

う
。

　
そ
こ

で
、

上

記
の

理

論
枠
組
み

を

用
い

る
こ

と
で

、

「

真
宗
伝
道

史
」

は
、

従
来
の

真
宗
史
の

領
域
か

ら
、

理
論
領
域
に

お

け
る

総
論
と

、

各

論
の

各
要
素
に

対
応

す
る

部
分
を
基

本
と

し
つ

つ
、

そ
れ
を
支
え
る

集

団
・

組
織
或
は

社
会

環
境
・

時
代
背
景
等
を
加
味
し
た

も
の

を
基
本
的

内
容
と

す
る

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

三

七
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真
宗
伝
道
学
体
系
の
一

試
論
（
奥

　
田

）

五

　

お

わ

り
に

　

以

上
、

親
鸞
教
義
を

重
視
し

、

親
鸞
教
義
か
ら
抽
出
さ

れ

た

構
成
要

素
に

よ

り
理

論
枠
組
み

を

構
築
し

、

先
行
研
究
に

示
さ
れ

る

要
素

、

研

究
内
容
を

加
味
し
つ

つ
、

よ

り
広
い

視
点
か

ら

の

試
論
を

提
示
し
た

。

　

但
し
、

こ

の

よ

う
な

検
討
を

踏
ま

え
れ

ば
、

残
さ
れ
た
課
題
が
い

く

つ

か

明
ら

か

に

な

る
。

　

す
な

わ

ち
、

従
来
の

文

献
学
的
・

思

想
的
研
究
を
主
と
し
た

真
宗
伝

道

学
で

は

包
摂
す
る

こ

と

が

必

ず
し

も
容
易
で

な
い

領
域
を

ど

の

よ

う

に

扱

う
か
で

あ
る

。

例

え
ば

、

浄
土

真
宗
本
願

寺
派
が

行
っ

た

第
9
回

宗
勢
基
本
調
査
の

結
果

を

参

照
す
れ
ば

、

住
職
や

坊
守
の

役
割
へ

の

期

待
、

あ
る

い

は

寺
院
の

運

営

に

関
す
る

議
論
も

求
め

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

う
か

が

え

る

が
、

住
職
論

、

坊
守
論、

門

信
徒

論
、

寺
院
運

営
論
な

ど

の

領
域

は
、

従
来
の

文
献
学
的
・

思

想
的
研
究
に

は

馴
染
み

に

く
い

性
質
が

あ
っ

た
。

ま

た
、

ビ
ハ

ー

ラ

活
動

、

カ

ウ

ン

セ

リ
ン

グ

活
動

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活
動

、

非

営

利
組
織

活
動

、

矯
正
・

保

護
、

自

死
問

題
、

平

和

問
題

、

環

境
問
題

、

そ

の

他
、

伝
道

者
の

養
成

等
と
い

っ

た
、

真
宗
伝
道

学
に

包
摂
さ

れ
る

こ

と

が

必

ず
し

も
簡

単
で

は

な
い

分

野

が

実

践
の

場
で

は

必

要

と

さ

れ

て
い

る
。

　

ま
た

、

代
表
的
な
真
宗
学
に

お

け
る

領
域
（
真
宗
教
義
学、

浄
土

教

理

史
、

真
宗
教
学
史
等）

と

の

関
係
や

研

究
方
法
に
つ

い

て

も
検
討
が

必
要

で

あ
る

。

三

八

　

さ

ら

に
、

真
宗
伝
道
学
は

、

実
践
真
宗
学
へ

の

展
開
が

期
待
さ

れ
て

い

る

が
、

そ

の

実
践
真
宗
学
の

方
法

、

領
域
な
ど

は

形
成
過
程
に

あ
る

と

い

え
、

そ

の

際
に

神
学
に

お
け
る

研
究
内
容
・

方
法
等
が

参
考
に

さ

れ

る
べ

き
で

あ
る

。

　

こ

れ

ら

を
も

含
め

た

実
践
真
宗
学
の

領
域

、

体
系

、

研
究
方
法
の

構

築
も
必
要
で

あ
る

が
、

こ

れ

ら

は

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

1
　
大

西
憲

明、

山

崎
昭
見

『

現
代
仏
教

教

化
法
』

（

百
華
苑

、

一

九
八
二

　

年
）

三
五

頁
。

池

田
勇

諦
「

教
化

学
と
は

何
か
」

（
「

真
宗
研

究
』

一

＝

号、

　
一

九

七

六

年）

＝
一

頁
。

小
松
雄
道
『

世
界
宗
教
伝
道
の

基
礎
学
』

（

世

　

界

宗
教
政
治
伝
道
研

究
会、

一

九

七
〇

年
）

五
三

頁
、

五

四

頁
。

長
岡
岳

　

澄

「

真
宗
学
に
お

け
る

伝
道
学
の

位
置
付
け
」

（
『

宗
教
研
究
』

七
七

巻
四

　

号
、

二

〇
〇

四

年
）

七

三

頁
。

2
　
深
川

宣

暢
「

真

宗
伝
道

学
方
法

論
の

考
察
」

（
『

真

宗
学
』

一
一

九
・

　
一

二

〇

号、

二

〇

〇
九

年）

二

三
一

頁
。

3
　
深

川

宣
暢
前
掲
論
文

。

貴
島
信
行
「

真
宗
伝
道

に
お

け
る

自
信
教
人

信

　
の

意
義
」

（

『

真
宗
学
』

一

二

九
・

＝
二

〇

号、

二

〇
一

四

年）

一

四
九

頁
。

4
　
高
山

秀
嗣
『

中
世
浄
土

教
者
の

伝
道
と
そ
の

特
質

−
真
宗
伝
道
史
研

　

究
・

序
説

　
　
』

（
永
田

文
昌
堂

、

二

〇

〇
七

年
）

一

五

頁
。

〈

参
考
文
献
V

註
記
載
の

も
の

の

他
、

葛
野

洋
明
「

実
践
真
宗
学
に

お

け
る

研
究
方
法
の

研

究
」

（
『

真
宗
学
』

一

二

九
・
一

三

〇

号
、

二

〇
一

四

年）

二

＝

頁
。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　

伝
道

、

真
宗
伝
道
学

、

体
系

（

龍
谷

大
学
大
学
院
）
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